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電線「未接続時」
インジケータ：緑

【施工会社様向け（作業面での特長）】

　ねじ締め作業が無くなり、配線を差し込むだけでブスバーに繋がります。
　※アース配線の作業時間が約1/4に短縮 (弊社調べ【ねじ止めとの比較】)

簡　単

時間短縮に貢献します。
　増し締めも不要で、ねじ締めのトルク管理や専用工具管理も不要です。省施工

（インジケータ）により「安心・安全・確実」な作業を実現。
　差し込み結線の不安を解消します。
　※電線が「確実」に接続されてから表示される構造になっております。

見える
安全

アース速結端子台（TPG形）
産業用分電盤等の省施工化に貢献する『アース速結端子台』をご提案！

電線「接続時」
インジケータ：白

ドライバー
不要

ねじ締めタイプ 速結タイプ

速結タイプ

速結

省施工

　設計しています。
省

スペース

　ねじの落下の心配がなく、安全かつ効率的に取付けできます。
　※ねじ締めタイプに比べ、取付け作業時間が約1/3に短縮（弊社調べ）

安全
省力化

【盤製造会社様向け（製作面での特長）】
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も
の
づ
く
り.jp

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
新
聞
は
、
こ
の
た
び
次
世
代
ロ
ボ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
支
援
機
構
（
Ｓ
ｃ
ｒ
ａ

ｍ
ｂ
ｌ
ｅ
）
の
理
念
と
活
動
に
賛
同

し
、
彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
シ

ル
バ
ー
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
っ
た
▼
次
世

代
ロ
ボ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
支
援
機
構

は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
裾
野
を
広
げ
、
優
秀
な
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
輩
出
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
、
も
と
も
と
は
ロ
ボ
コ
ン
Ｏ
Ｂ
だ
っ
た
若
手

エ
ン
ジ
ニ
ア
達
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
自
ら
も
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
に
参
加
し
な
が
ら
、
学
生
を
支
援

す
る
活
動
を
は
じ
め
、
今
で
は
地
域
の
小
中
学

生
向
け
に
ロ
ボ
ッ
ト
部
活
動
や
技
術
を
学
ぶ
場

の
提
供
、
ロ
ボ
コ
ン
出
場
チ
ー
ム
支
援
な
ど
エ

ン
ジ
ニ
ア
育
成
支
援
な
ど
に
活
動
を
広
げ
て
い

る
。
ま
た
「
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ａ
ｍ
ｐ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

ｈ
ｉ
ｐ
　
ｏ
ｆ
　
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
　
Ｅ
ｎ

ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
ｓ
（
通
称
：
Ｃ
ｏ
Ｒ
Ｅ
（
コ

ア
）
」
と
い
う
、
初
心
者
か
ら
学
生
・
社
会
人

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
中
上
級
者
ま
で
参
加
で
き
る
オ

ー
プ
ン
な
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
会
も
主
催
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
Ｆ
Ａ
・
製
造
業
界
向
け
に
生
産

設
備
技
術
の
勉
強
会
「
Ｆ
Ａ
設
備
技
術
勉
強

会
」
を
定
期
的
に
開
催
。
現
役
の
Ｆ
Ａ
エ
ン
ジ

ニ
ア
な
ど
が
参
加
し
、
草
の
根
の
大
き
な
Ｆ
Ａ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
▼
い
ま

製
造
業
は
ど
こ
も
人
手
不
足
だ
。
そ
れ
を
解
消

す
る
に
は
、
自
動
化
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
と

と
も
に
、
若
い
人
に
も
っ
と
入
っ
て
き
て
も
ら

え
る
土
壌
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め

に
も
製
造
業
各
社
が
も
っ
と
成
長
し
て
も
っ
と

魅
力
的
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
同
時
に
子

ど
も
の
う
ち
か
ら
、
も
の
づ
く
り
や
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
や
製
品
に
触
れ
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

機
会
を
た
く
さ
ん
設
け
て
フ
ァ
ン
を
作
り
、
優

秀
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
育
て
、
業
界
に
迎
え
入
れ

る
筋
道
も
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意

味
で
次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
支
援
機
構

の
活
動
は
、
そ
の
王
道
を
歩
み
、
支
援
す
る
価

値
の
あ
る
も
の
だ
。
日
本
は
課
題
先
進
国
と
言

わ
れ
る
が
、
そ
ろ
そ
ろ
課
題
〞
解
決
〞
先
進
国

に
脱
皮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

も
若
い
優
秀
な
力
が
必
要
だ
。
も
の
づ
く
り
は

楽
し
く
、
生
涯
学
び
が
あ
っ
て
飽
き
な
い
、
そ

れ
で
い
て
稼
ぎ
が
良
い
。
業
界
に
い
る
私
た
ち

が
そ
う
い
う
世
界
を
作
り
、
若
い
人
た
ち
に
選

ば
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ものづくりがもっと身近で尊敬される世界へ 製造業界を挙げて実現しよう

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
５
９
号
は
３

月
27
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

生
産
と
設
備
理
解 

必
須

熟
知
し
た
リ
ー
ダ
ー
配
置
が
カ
ギ

ア
ズ
ビ
ル「
ク
ラ
ウ
ド
型
バ
ル
ブ
解
析
診
断
サ
ー
ビ
ス
」

Ａ
Ｇ
Ｃ
鹿
島
工
場
へ
提
供

三菱電機の国際特許出願件数と順位

2023
年
企
業
別
国
際
特
許
出
願
件
数

世
界
４
位
、国
内
ト
ッ
プ

三菱電機
　
三
菱
電
機
は
、
世
界
知
的

所
有
権
機
関
が
発
表
し
た
２

０
２
３
年
の
企
業
別
国
際
特

許
出
願
件
数
で
、
２
１
５
２

件
を
出
願
し
、
世
界
で
第
４

位
、
日
本
企
業
で
第
１
位
と

な
っ
た
。
世
界
で
は
２
０
１

４
年
か
ら
10
年
連
続
で
ト
ッ

プ
５
位
以
内
、
日
本
企
業
で

９
年
連
続
の
第
１
位
獲
得
と

な
る
。

　
同
社
は
、
知
的
財
産
を
将

来
に
わ
た
る
重
要
な
経
営
資

源
と
位
置
付
け
、
事
業
戦
略

・
研
究
開
発
戦
略
と
連
動

し
、
知
的
財
産
活
動
を
展

開
。
２
０
２
１
年
10
月
か
ら

は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
未
来

の
実
現
に
向
け
て
、
知
的
財

産
を
起
点
に
社
外
連
携
を
推

進
す
る
「
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
　
Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
　
Ｂ
ａ

ｎ
ｋ
（
オ
ー
プ
ン
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
バ
ン
ク
）
活
動
」
を
進

め
て
い
る
。

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
Ａ
Ｇ
Ｃ
鹿

島
工
場
（
茨
城
県
神
栖
市
）

の
主
要
化
学
品
製
造
設
備
で

あ
る
電
解
プ
ラ
ン
ト
と
ウ
レ

タ
ン
原
料
プ
ラ
ン
ト
に
ク
ラ

ウ
ド
型
バ
ル
ブ
解
析
診
断
サ

ー
ビ
ス
「
Ｄ
ｘ
　
Ｖ
ａ
ｌ
ｖ

ｅ
　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
　
Ｓ
ｅ
ｒ

ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
」
の
提
供
を
開
始

し
た
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
バ
ル
ブ

の
解
析
診
断
結
果
や
運
転
中

の
稼
働
デ
ー
タ
を
Ｗ
ｅ
ｂ
コ

ン
テ
ン
ツ
で
提
供
し
、
プ
ラ

ン
ト
や
工
場
で
稼
働

す
る
バ
ル
ブ
の
健
全

性
を
診
断
し
、
結
果

を
可
視
化
し
て
生
産

設
備
の
安
定
化
や
保

安
力
強
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ａ
Ｇ
Ｃ
グ
ル
ー
プ

で
は
、
高
度
な
設
備

管
理
・
保
安
力
の
実

現
に
向
け
て
デ
ー
タ

収
集
、
診
断
・
解
析
、
保
全

業
務
の
自
動
化
、
設
備
デ
ー

タ
・
診
断
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
全
社
統
合
に
よ
る
設
備
管

理
の
ス
マ
ー
ト
化
に
取
り
組

み
、
こ
れ
ま
で
に
ア
ズ
ビ
ル

の
調
節
弁
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
と
バ
ル
ブ

解
析
診
断
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
、
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
保

全
活
動
の
効
率
化
を
進
め
て

き
た
。

　
今
回
、
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
バ
ル
ブ
の
状

態
に
お
け
る
解
析
診
断
レ
ポ

ー
ト
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
バ

ル
ブ
の
解
析
結
果
が
毎
週
出

力
さ
れ
て
状
態
変
化
を
早
期

に
検
知
で
き
、
利
便
性
・
効

率
性
が
向
上
す
る
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
て
導
入
に
い
た

っ
た
。

Ａ
Ｇ
Ｃ
鹿
島
工
場

製造業のデジタル化加速に必要な専門人材
　
日
本
の
製
造
業
で
も
Ｄ
Ｘ
や
デ
ジ
タ
ル
化
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
が
、

そ
の
成
果
と
成
功
・
失
敗
要
因
は
何
か
、
そ
の
推
進
役
は
ど
ん
な
知
見
や
技
術
を
備
え
た
人
材
が
適
し
て
い
る

の
か
。
い
く
つ
か
の
調
査
結
果
を
も
と
に
考
え
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

に
取
り
組
む
企
業
は
４
割

村
田
製
作
所
が
２
０
２
３
年

１
月
に
国
内
の
製
造
業
従
事

者
１
万
１
０
８
４
人
と
、
そ

の
う
ち
自
社
の
ス
マ
ー
ト
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
化
に
携
わ
る
５

０
０
人
に
行
っ
た
調
査
に
よ

る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
化
の
取
り
組
み
を
実

施
、
ま
た
は
実
施
検
討
し
て

い
る
企
業
は
38
・
１
％
。

　
Ｉ
Ｉ
Ｊ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
）
が
２
０

２
３
年
８
月
に
国
内
の
製
造

業
従
事
者
３
３
４
４
名
と
そ

の
う
ち
自
社
工
場
の
ス
マ
ー

ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
に
携
わ

る
５
０
０
人
に
行
っ
た
調
査

で
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
導
入
に
よ
る

ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化

へ
の
取
り
組
み
は
全
体
の
約

40
％
が
取
り
組
み
を
実
施
、

ま
た
は
実
施
検
討
し
て
い

る
。

　
い
ず
れ
の
調
査
で
も
４
割

程
度
の
企
業
が
取
り
組
み
を

開
始
ま
た
は
や
ろ
う
と
し
て

い
る
が
、
６
割
は
始
め
て
い

な
い
、
考
え
て
い
な
い
状
態

だ
。８

割
以
上
が
成
果
を
実
感

ト
ッ
プ
の
理
解
と
専
門
部

隊
の
設
置
が
成
功
に
必
須

　
取
り
組
ん
だ
成
果
は
ど
う

な
の
か
。

　
村
田
製
作
所
の
調
査
で

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ

ー
化
の
取
り
組
み
に
関
わ
っ

て
い
る
人
の
う
ち
86
・
０
％

が
成
果
を
感
じ
て
い
る
と
回

答
。
Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
調
査
で
も
、

「
成
果
を
と
て
も
感
じ
て
い

る
」
が
38
・
４
％
、
「
や
や

感
じ
て
い
る
」
が
50
・
４
％

と
な
り
、
取
り
組
ん
だ
企
業

の
８
〜
９
割
が
成
果
を
実
感

し
て
い
る
。

　
比
較
的
成
功
し
て
い
る
と

言
っ
て
い
い
取
り
組
み
だ

が
、
成
功
の
要
因
は
ど
こ
に

あ
る
か
を
調
べ
る
と
、
村
田

製
作
所
の
調
査
で
は
、
「
ト

ッ
プ
の
理
解
」
が
67
・
７
％

で
最
も
多
く
、
「
専
門
部
隊

の
設
置
」
が
53
・
０
％
と
続

く
。
Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
調
査
で
も

「
ト
ッ
プ
の
理
解
」
が
63
・

８
％
と
最
も
高
く
。
「
専
門

部
隊
の
設
置
」
が
52
・
３

％
、
「
専
門
人
材
の
獲
得
／

育
成
」
が
51
・
３
％
と
続

き
、
社
長
を
は
じ
め
経
営
陣

の
覚
悟
と
、
専
門
に
取
り
組

む
人
を
集
め
、
組
織
化
す
る

こ
と
は
必
須
だ
。

障
害
は
専
門
人
材
の

不
足
と
予
算

　
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

化
の
取
り
組
み
の
障
害
と
な

っ
て
い
る
要
因
は
何
か
。

　
村
田
製
作
所
の
調
査
で

は
、
「
専
門
的
な
技
術
者
や

人
材
が
い
な
い
」
が
55
・
７

％
、
「
費
用
対
効
果
が
示
せ

な
い
」
が
45
・
７
％
と
多
か

っ
た
。
Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
調
査
で
は

「
費
用
対
効
果
が
示
せ
な

い
」
が
48
・
０
％
、
「
費
用

が
高
い
」
が
40
・
０
％
と
費

用
に
関
す
る
項
目
が
多
く
、

「
Ｉ
Ｔ
／
Ｏ
Ｔ
な
ど
製
造
以

外
の
知
識
不
足
」
が
32
・
０

％
と
続
く
。

　
ま
た
、
成
果
が
上
が
ら
な

い
企
業
が
つ
ま
づ
い
て
い
る

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
村

田
製
作
所
の
調
査
で
は
、
成

果
を
感
じ
て
い
な
い
70
人

は
、
主
に
「
デ
ー
タ
分
析
・

予
測
」
「
デ
ー
タ
収
集
・
蓄

積
」
で
つ
ま
ず
い
て
お
り
、

Ｉ
Ｉ
Ｊ
の
調
査
で
も
「
デ
ー

タ
収
集
・
蓄
積
」
の
ス
テ
ッ

プ
で
52
・
０
％
、
「
デ
ー
タ

分
析
・
予
測
」
で
も
36
・
０

％
が
つ
ま
づ
い
て
い
て
、
デ

ー
タ
の
取
り
扱
い
に
ハ
ー
ド

ル
が
あ
る
。

カ
ギ
を
握
る
の
は

生
産
を
熟
知
す
る

管
理
職
・
リ
ー
ダ
ー

　
成
功
要
因
は
専
門
部
隊
の

設
置
、
障
害
と
な
っ
て
い
る

の
は
専
門
人
材
や
知
識
、
技

術
の
な
さ
。
成
否
を
分
け
る

の
は
、
現
場
に
専
門
技
術
を

備
え
た
人
間
を
配
置
で
き
る

か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い

る
。
で
は
、
そ
こ
に
は
ど
ん

な
人
材
を
あ
て
る
の
が
良
い

の
か
。

　
労
働
政
策
研
修
機
構
が
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
製

品
、
機
械
、
電
気
、
情
報
通

信
、
輸
送
機
械
等
の
製
造
業

で
、
従
業
員
数
30
人
以
上
の

企
業
２
万
社
に
行
っ
た
「
も

の
づ
く
り
産
業
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
活
用
と
人
材
確
保
・
育

成
に
関
す
る
調
査
結
果
」
に

よ
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
、
導
入
に
当
た
っ
て

先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
人
材
に
必
要
な

こ
と
で
は
、
「
自
社
が
保
有

す
る
設
備
・
装
置
や
、
担
当

す
る
工
程
（
開
発
・
設
計
、

製
造
、
品
質
管
理
等
）
で
の

仕
事
を
熟
知
し
て
い
る
」
が

60
・
２
％
で
最
も
高
く
、
次

い
で
「
自
社
が
保
有
す
る
技

術
や
製
品
に
つ
い
て
熟
知
し

て
い
る
」
（
51
・
７
％
）
な

り
、
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
自

社
の
事
業
で
活
用
・
応
用
で

き
る
能
力
（
生
産
性
向
上
、

技
術
革
新
な
ど
）
」
（
47
・

２
％
）
、
「
会
社
の
経
営
方

針
や
も
の
づ
く
り
方
針
を
理

解
し
て
い
る
」
（
45
・
１

％
）
、
「
会
社
が
置
か
れ
た

経
営
環
境
や
事
業
環
境
を
理

解
し
て
い
る
」
（
43
・
４

％
）
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
が
あ
る
」
（
42
・

６
％
）
、
「
新
し
い
こ
と
を

発
想
し
た
り
積
極
的
に
情
報

収
集
・
学
習
す
る
姿
勢
を
も

つ
」
（
41
・
５
％
）
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
導
入
の
ノ
ウ
ハ
ウ

に
精
通
す
べ
き
社
員
層
に
つ

い
て
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
利
用
・
活
用
し
た
部
門
の

リ
ー
ダ
ー
社
員
」
を
あ
げ
る

企
業
が
５
割
以
上
に
の
ぼ

り
、
次
い
で
「
工
場
長
や
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
利
用
・
活
用

し
た
部
門
の
ト
ッ
プ
」
（
49

・
８
％
）
、
「
社
内
で
特
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
精
通
し
た

社
員
」
（
43
・
４
％
）
、

「
経
営
ト
ッ
プ
」
（
31
・
８

％
）
、
「
現
場
の
も
の
づ
く

り
人
材
」
（
24
・
７
％
）
と

続
く
。
自
社
の
製
品
と
生
産

プ
ロ
セ
ス
、
保
有
し
て
い
る

設
備
を
理
解
し
て
い
る
社
内

の
リ
ー
ダ
ー
や
管
理
職
に
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
習
得
し
て

も
ら
っ
て
推
進
す
る
と
い
う

の
が
現
実
解
だ
。

現
場
リ
ー
ダ
ー
を
社
内
外

で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を

　
デ
ジ
タ
ル
化
・
ス
マ
ー
ト

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
化
を
や
る
や

ら
な
い
を
考
え
る
時
代
は
と

う
に
過
ぎ
、
ど
こ
も
や
ら
な

け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
時
代

に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

段
階
は
経
営
者
の
判
断
か

ら
、
誰
が
ど
う
や
る
か
の
段

階
に
来
て
い
る
。
そ
こ
で
一

番
重
要
と
な
る
の
は
、
デ
ジ

タ
ル
や
デ
ー
タ
活
用
の
技
術

の
知
識
や
技
術
の
有
無
で
は

な
く
、
自
社
が
作
っ
て
い
る

も
の
、
そ
の
生
産
プ
ロ
セ

ス
、
そ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る

設
備
へ
の
理
解
。
い
ま
も
稼

働
し
て
い
る
現
場
を
、
動
か

し
な
が
ら
、
ど
う
進
化
さ
せ

て
い
く
か
を
、
現
実
論
で
考

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
だ
。
そ

の
た
め
に
は
導
入
・
推
進
主

体
は
、
製
造
や
生
産
技
術
、

保
全
と
い
っ
た
現
場
を
熟
知

し
て
い
る
部
門
の
管
理
職
や

リ
ー
ダ
ー
が
適
任
で
、
彼
ら

に
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
知
見
を

学
ん
で
も
ら
う
。
そ
れ
を
メ

ー
カ
ー
や
商
社
、
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ

等
な
ど
外
部
が
支
え
て
い
く

の
が
望
ま
し
い
形
だ
。

内
閣
府「
企
業
行
動
調
査
」

実
質
成
長
率
1.4
％

2024
年
度
製
造
業

好
転
の
見
通
し

　
内
閣
府
は
、
２
０
２
３
年

度
の
「
企
業
行
動
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」
を

公
表
し
、
２
０
２
４
年
度
の

製
造
業
の
実
質
成
長
率
は
１

・
４
％
で
前
年
度
の
１
・
２

％
よ
り
も
高
く
、
今
後
３
年

間
で
設
備
投
資
を
増
や
す
見

通
し
の
製
造
業
企
業
は
、
前

年
度
調
査
よ
り
も
１
㌽
高
い

78
・
８
％
と
な
り
、
製
造
業

は
２
０
２
３
年
度
よ
り
も
好

転
す
る
見
通
し
だ
。

　
２
０
２
４
年
度
の
全
産
業

の
実
質
成
長
率
は
１
・
６

％
。
情
報
通
信
や
金
融
、
サ

ー
ビ
ス
、
証
券
・
先
物
取
引

な
ど
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

製
造
業
は
１
・
４
％
で
、
業

種
別
で
は
電
気
機
器
が
２
・

５
％
と
最
も
高
く
、
精
密
機

器
の
２
・
４
％
、
機
械
の
１

・
９
％
、
非
鉄
金
属
の
１
・

７
％
と
続
く
。

　
２
０
２
４
年
度
か
ら
２
０

２
６
年
度
ま
で
の
今
後
３
年

間
の
設
備
投
資
動
向
は
、
設

備
投
資
を
増
や
す
見
通
し
の

企
業
は
前
回
調
査
よ
り
も
０

・
５
㌽
増
の
75
・
９
％
。
製

造
業
で
は
78
・
８
％
と
な

り
、
業
種
別
で
は
精
密
機
器

（
94
・
７
％
）
、
ガ
ラ
ス
・

土
石
製
品
（
87
・
５
％
）
、

ゴ
ム
製
品
（
85
・
７
％
）
、

機
械
（
84
・
８
％
）
、
鉄
鋼

（
81
・
８
％
）
、
金
属
製
品

（
78
・
８
％
）
と
続
く
。

　
今
後
３
年
間
の
雇
用
者
数

の
増
加
動
向
は
、
製
造
業
は

前
回
か
ら
５
㌽
増
の
73
・
８

％
。
業
種
別
で
は
精
密
機
器

（
89
・
５
％
）
、
化
学
（
83

・
７
％
）
、
機
械
（
83

％
）
、
食
料
品
（
78
％
）
、

医
薬
品
（
76
・
５
％
）
と
続

い
た
。

　
海
外
生
産
に
つ
い
て
、
海

外
現
地
生
産
を
行
う
企
業
は

２
０
２
３
年
度
は
65
・
２
％

で
、
２
０
２
８
年
度
見
通
し

で
は
63
・
４
％
と
若
干
の
減

少
。
全
生
産
高
の
う
ち
海
外

現
地
生
産
比
率
は
、
２
０
２

３
年
度
は
23
・
９
％
、
２
０

２
８
年
度
見
通
し
で
は
24
・

３
％
と
０
・
４
％
上
昇
。海
外

に
生
産
拠
点
を
置
く
主
な
理

由
に
つ
い
て「
現
地
・
進
出
先

近
隣
国
の
需
要
が
旺
盛
で
、

今
後
の
拡
大

が
見
込
ま
れ

る
」
が
最
も

多
く
、
特
に

素
材
型
製
造

業
で
そ
の
傾

向
が
強
く
見

ら
れ
た
。

　
調
査
は
、

上
場
す
る
全

企
業
３
３
２

３
社
に
対
し

行
い
、
１
４

３
９
社
（
う

ち
製
造
業
６

２
１
社
）
か

ら
回
答
を
得

た
も
の
。

海外現地生産比率の推移（製造業）

村田製作所 「スマートファクトリー化についての調査」より
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

業
界
最
小
ク
ラ
ス

電
磁
石
を
新
規
設
計
し
実
現

作
業
内
容
を
自
動
認
識

Ａ
Ｉ
使
い

映
像
解
析

新
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ＮＥＣ

　
電
磁
開
閉
器
は
、
制
御
盤

や
配
電
盤
な
ど
盤
の
中
で
電

気
回
路
の
開
閉
を
行
う
も
の

で
、
近
年
は
省
ス
ペ
ー
ス
化

や
環
境
負
荷
低
減
に
対
す
る

要
望
か
ら
、
盤
に
搭
載
す
る

機
器
に
も
小
形
化
や
省
エ
ネ

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

現
行
品
か
ら
製
品
サ
イ
ズ
を

最
大
28
％
小
型
化
。
磁
界
解

析
と
運
動
解
析
を
組
み
合
わ

　
東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

ズ
は
、
ス
マ
ホ
用
メ
ー
タ
ー

読
み
取
り
ア
プ
リ
「
Ｔ
ｏ
ｒ

ｕ
Ｍ
ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
」
に
つ
い

て
、
工
場
や
プ
ラ
ン
ト
の
圧

　
山
洋
電
気
は
、
高
性
能
、

小
型
・
軽
量
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
の
サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム

「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
　

Ｇ
」
に
つ
い
て
、
定
格
出
力

１
・
８
〜
５
kW
の
サ
ー
ボ
モ

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充

サ
ー
ボ

シ
ス
テ
ム

モ
ー
タ
と
ア
ン
プ
開
発

山洋電気

　
サ
ト
ー
は
、
製
造
業
の
生

産
ラ
イ
ン
に
お
け
る
材
料
や

商
品
の
在
庫
を
、
一
元
管
理

す
る
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
管
理
シ
ス
テ

ム
「
Ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
Ｄ
ｅ
（
イ

リ
ト
デ
）
」
シ
リ
ー
ズ
に
つ

い
て
、
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

て
生
産
ラ
イ
ン
維
持
に
必
要

な
あ
ら
ゆ
る
設
備
の
予
備
品

を
一
元
管
理
し
、
在
庫
数
や

保
管
場
所
な
ど
を
す
ぐ
に
把

握
で
き
る
「
Ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｏ
Ｄ

　
富
士
電
機
機
器
制
御
は
、
業
界
最
小
ク
ラ
ス
の

電
磁
開
閉
器
（
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
）
「
Ｓ
Ｃ

―
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
売
し
た
。

東芝インフラ

複数針メーター対応
スマホ用読み取りアプリ

ＴＤＫラムダ

鉄道向けワイド入力
ＤＣ―ＤＣコンバータ

力
計
で
広
く
採
用
さ
れ
て
い

る
針
を
複
数
持
つ
ア
ナ
ロ
グ

メ
ー
タ
ー
の
読
み
取
り
に
対

応
す
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
行
っ
た
。

　
同
ア
プ
リ
は
、
電
気
・
ガ

ス
・
水
道
な
ど
の
メ
ー
タ
ー

や
制
御
盤
の
表
示
部
、
電
子

計
測
器
な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
読
み
取

っ
た
値
と
写
真
を
電
子
帳
票

し
、
標
高
２
０
０
０
㍍
の
高

地
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
と
環
境
で
使
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
ま
た
、
モ
ー
タ
質
量
を
最

大
14
％
、
ア
ン
プ
質
量
を
最

大
17
％
低
減
し
、
モ
ー
タ
全

長
も
最
大
９
％
短
縮
。
モ
ー

タ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
は
最

大
29
％
、
ア
ン
プ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
損
失
を
最
大
16
％
低
減

す
る
な
ど
、
小
型
・
軽
量
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
。

　
機
械
の
周
波
数
特
性
を
計

測
し
、
最
適
な
サ
ー
ボ
パ
ラ

メ
ー
タ
に
自
動
調
整
で
き
、

従
来
品
と
の
取
り
付
け
互
換

性
も
あ
っ
て
置
き
換
え
が
容

易
。

　
リ
ニ
ア
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の

起
動
時
に
ホ
ー
ル
セ
ン
サ
な

ー
タ
と
、
ア
ン
プ
容
量
75
Ａ

・
１
０
０
Ａ
・
１
５
０
Ａ
の

サ
ー
ボ
ア
ン
プ
を
開
発
し
、

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
し

た
。

　
同
製
品
は
、
従
来
品
に
比

べ
て
速
度
周
波
数
応
答
を
１

・
４
倍
、
位
置
決
め
制
定
時

間
を
３
分
の
１
、
速
度
の
オ

ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
を
２
分
の

１
、
高
速
域
の
出
力
を
１
・

15
倍
に
拡
大
、
エ
ン
コ
ー
ダ

分
解
能
（
27
ｂ
ｉ
ｔ
、
バ
ッ

テ
リ
レ
ス
）
を
16
倍
な
ど
大

幅
に
性
能
を
向
上
。
電
源
状

態
と
通
信
品
質
の
監
視
や
保

持
ブ
レ
ー
キ
寿
命
予
測
、
電

子
部
品
の
故
障
予
防
な
ど
安

心
・
安
全
機
能
を
充
実
し
、

さ
ら
に
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
の

異
常
診
断
や
電
源
電
圧
低
下

と
い
っ
た
異
常
の
原
因
を
識

別
表
示
す
る
な
ど
、
機
械
装

置
の
信
頼
性
と
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
性
を
高
め
る
機
能
も
搭

載
。

　
耐
振
動
性
能
を
２
倍
、
サ

ー
ボ
ア
ン
プ
は
20
％
向
上
、

使
用
温
度
範
囲
は
０
〜
プ
ラス

60

度
な
ど
耐
環
境
性
能
を
向
上

し
で
正
確
な
位
置
検
出
が
で

き
、
静
か
で
振
動
の
少
な
い

立
ち
上
げ
が
で
き
る
な
ど
簡

単
に
使
い
や
す
い
サ
ー
ボ
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

圧
力
を
最
適
化
し
、
そ
れ
に

適
し
た
吸
引
力
を
有
す
る
電

磁
石
を
新
規
設
計
し
た
こ
と

で
大
幅
な
小
型
化
を
実
現
。

　
さ
ら
に
、
コ
イ
ル
の
鉄
心

の
一
部
に
磁
石
を
用
い
る
こ

と
で
接
点
の
開
閉
に
必
要
な

力
を
補
う
こ
と
で
、
消
費
電

力
を
現
行
品
に
比
べ
て
最
大

73
％
も
削
減
し
た
。

　
ま
た
、
導
通
不
良
の
原
因

と
な
る
塵
埃
に
対
し
て
も
、

動
作
表
示
部
な
ど
開
口
部
の

面
積
を
現
行
品
か
ら
70
％
減

ら
し
、
嵌
合
方
式
も
見
直
す

こ
と
で
外
部
か
ら
の
粉
じ
ん

が
侵
入
し
に
く
い
構
造
と

し
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
を
防
止

し
て
い
る
。

　
11
〜
18
Ａ
品
は
２
０
２
３

年
10
月
に
発
売
済
み
で
、
こ

の
ほ
ど
20
〜
35
Ａ
品
を
発

売
。
40
〜
65
Ａ
品
は
２
０
２

４
年
度
内
の
発
売
を
予
定
し

て
い
る
。

長
期
間
、安
定
ト
ル
ク

軸
端
末
完
成
品
・
精
密
ボ
ー
ル
ね
じ

ＴＨＫ

Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
管
理
シ
ス
テ
ム
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ

�

設
備
予
備
品
に
特
化

サトー

に
記
録
す
る
も
の
。
今
回
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
、
最

高
圧
力
な
ど
の
ピ
ー
ク
管
理

を
行
う
、
置
針
式
圧
力
計
や

計
測
用
の
針
の
他
に
、
管
理

用
の
目
安
値
を
指
示
す
る
針

を
持
つ
指
示
針
式
圧
力
計
な

ど
、
複
数
の
針
を
持
つ
ア
ナ

ロ
グ
メ
ー
タ
ー
に
も
対
応
。

メ
ー
タ
ー
画
像
へ
の
撮
影
日

時
自
動
書
き
込
み
機
能
や
機

能
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
し
で
「
ま

と
め
撮
り
」
が
で
き
る
機
能

を
追
加
し
た
。

せ
た
独
自
の
「
磁
界
―
運
動

連
成
解
析
」
に
よ
っ
て
部
品

形
状
・
配
置
や
接
点
の
接
触

っ
て
速
や
か
に
部
品
交
換
を

し
て
再
稼
働
を
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
多
く
の
工
場
で
は

紙
や
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り

に
よ
る
管
理
が
多
く
、
管
理

が
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
課
題
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

工
場
内
の
あ
ら
ゆ
る
設
備
予

る
。
故
障
発
生
時
や
交
換
作

業
時
に
予
備
品
を
検
索
し
て

素
早
く
取
り
出
せ
る
の
で
、

停
止
時
間
を
最
小
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
機
械
、
電
気
・
電
子
、
化

学
、
食
品
、
医
薬
、
建
設
な

ど
あ
ら
ゆ
る
製
造
業
に
対
応

す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
な
り
、

物
流
業
や
施
設
運
営
の
た
め

に
設
備
予
備
品
を
常
時
保
管

し
て
い
る
用
途
で
も
有
効
活

用
で
き
る
。

　
Ｔ
Ｈ
Ｋ
は
、
軸
端
末
完
成

品
・
精
密
ボ
ー
ル
ね
じ
「
Ｓ

Ｄ
Ａ
―
Ｖ
Ｚ
形
」
を
発
売
し

た
。

　
同
製
品
は
、
ね
じ
軸
の
端

末
形
状
を
サ
ポ
ー
ト
ユ
ニ
ッ

ト
に
合
わ
せ
て
標
準
化
し
た

精
密
ボ
ー
ル
ね
じ
。
ボ
ー
ル

を
接
線
方
向
に
す
く
い
上
げ

る
方
式
の
採
用
で
最
高
回
転

数
５
０
０
０
ｍ
ｉ
ｎ
―
１
を

実
現
し
、
長
期
間
で
の
高
速

駆
動
で
も
安
定
し
た
ト
ル
ク

を
得
る
こ
と
が
可
能
。
従
来

の
精
密
ボ
ー
ル
ね
じ
と
比
べ

イ
ン
ア
ッ
プ
。
Ｓ
Ｄ
Ａ
―
Ｖ

Ｚ
形
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
組
み
付
け
部
周
辺
の
設

計
が
容
易
に
な
り
、
大
幅
な

設
計
工
数
の
削
減
が
可
能
。

半
導
体
製
造
装
置
か
ら
各
種

搬
送
装
置
ま
で
、
幅
広
い
分

野
の
自
動
化
設
備
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
を
可
能
と
す
る
。

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
ラ
ム
ダ
は
、
鉄
道

向
け
ワ
イ
ド
入
力
Ｄ
Ｃ
―
Ｄ

ブ
ラ
ウ
ザ
で
監
視

Ｗ
Ｅ
Ｂ
レ
コ
ー
ダ

チ
ノ
ー

　
チ
ノ
ー
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
レ
コ

ー
ダ
「
Ｓ
Ｃ
５
０
０
０
」
を

発
売
し
た
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
は
、
映
像
認
識
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
て
、
製
造
現
場

で
撮
影
さ
れ
た
映
像
か
ら
、

人
の
作
業
内
容
を
自
動
で
認

識
・
時
間
計
測
す
る
「
Ｎ
Ｅ

Ｃ
も
の
づ
く
り
Ｄ
Ｘ
映
像
Ａ

Ｉ
分
析
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

を
発
売
し
た
。

　
製
造
現
場
の
人
の
作
業
デ

ー
タ
分
析
の
ニ
ー
ズ
は
高

く
、
現
場
映
像
を
活
用
し
て

Ａ
Ｉ
分
析
す
る
も
の
も
あ
る

が
、
学
習
モ
デ
ル
作
成
の
時

間
や
コ
ス
ト
、
ス
キ
ル
な
ど

の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て

い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
は
、複
数
の
映
像
認

識
Ａ
Ｉ
を
統
合
し
た
独
自
の

映
像
認
識
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、

こ
で
」「
ど
う
な
っ
た

ら
」「
何
を
す
る
」と

い
っ
た
作
業
の
検
知

モ
デ
ル
を
、簡
単
な

マ
ウ
ス
操
作
に
よ
り

ノ
ー
コ
ー
ド
で
作
成

で
き
る
。複
数
の
条

件
設
定
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
作
業
時

間
計
測
、作
業
種
別
・

作
業
滞
留
・
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
検
知
が
可
能
。

こ
れ
に
よ
り
人
の
作
業
を
効

率
的
か
つ
網
羅
的
に
可
視
化

で
き
、人
員
配
置
や
作
業
手

順
の
最
適
化
、生
産
性
向
上

や
品
質
安
定
化
、安
全
性
向

上
な
ど
を
可
能
と
す
る
。

新
開
発
の
磁
気
回
路

ブ
ラ
シ
レ
ス
モ
ー
タ

マ
ブ
チ
モ
ー
タ
ー

　
マ
ブ
チ
モ
ー
タ
ー
は
、
ブ

ラ
シ
レ
ス
モ
ー
タ
「
Ｉ
Ｓ
―

０
７
Ｎ
Ｚ
Ａ
（
高
ト
ル
ク
タ

イ
プ
）
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
モ
ー
タ
外
径

φ
22
・
０
㍉
㍍
用
に
新
開
発

し
た
磁
気
回
路
を
搭
載
し
て

高
ト
ル
ク
化
。
従
来
品
か
ら

静
音
性
を
継
続
し
、
省
電
力

設
計
で
最
大
88
％
の
高
効
率

を
実
現
し
、
消
費
電
力
を
低

減
。
外
科
手
術
向
け
パ
ワ
ー

ツ
ー
ル
や
歯
科
治
療
向
け
ハ

ン
ド
ピ
ー
ス
な
ど
医
療
用
途

を
は
じ
め
、
工
具
な
ど
幅
広

い
領
域
で
使
う
こ
と
が
で
き

る
。

「
Ｓ
Ｃ
―
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
シ
リ
ー
ズ

ＳＤＡ―ＶＺ形

ToruMeter

SANMOTION G

SC5000

検知イ
メージ

「IritoDe設備予備品管理」の画面例

Ｃ
コ
ン
バ
ー
タ
「
Ｃ
Ｎ
―
Ｂ

シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
43
Ｖ
Ｄ
Ｃ
〜

１
６
０
Ｖ
Ｄ
Ｃ
の
広
い
入
力

電
圧
範
囲
を
持
ち
、
鉄
道
用

コ
ン
バ
ー
タ
に
求
め
ら
れ
る

入
力
72
Ｖ
Ｄ
Ｃ
＆
１
１
０
Ｖ

Ｄ
Ｃ
系
の
電
圧
範
囲
で
あ
る

43
・
２
〜
１
５
４
Ｖ
Ｄ
Ｃ
に

対
応
。
最
大
91
％
の
高
効
率

で
、
ベ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
温
度

マ
イ
ナ
ス

40
〜
プ
ラス

１
０
０
度
の
広
い

動
作
温
度
範
囲
を
持
つ
。
リ

モ
ー
ト
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
や
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
、
並
列
運
転
。

　
Ｉ
．
Ｏ
．
Ｇ
．
信
号
（
イ

ン
バ
ー
タ
動
作
モ
ニ
タ
ー
信

号
）
等
の
機
能
を
持
ち
、
鉄

道
関
連
の
耐
振
動
・
耐
衝
撃

試
験
規
格
の
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
３

７
３
（
区
分
１
等
級
Ｂ
）
に

準
拠
（
Ｅ
Ｎ
５
０
１
５
５
　

要
求
）
。
安
全
規
格
と
し
て

Ｉ
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｎ
／
Ｕ
Ｌ
／
Ｃ

Ｓ
Ａ
６
２
３
６
８
―
１
も
取

得
し
、
鉄
道
、
Ｆ
Ａ
、
ロ
ボ

ッ
ト
、
通
信
機
器
な
ど
に
最

適
と
な
っ
て
い
る
。

あ
ら
か
じ
め
Ａ
Ｉ
に
人
の
姿

や
製
品
・
工
具
な
ど
を
学
習

さ
せ
て
い
る
た
め
追
加
学
習

が
不
要
。シ
ン
プ
ル
な
Ｇ
Ｕ

Ｉ
で
読
み
込
ん
だ
サ
ン
プ
ル

映
像
を
も
と
に「
何
が
」「
ど

ｅ
設
備
予
備
品
管
理
」
を
提

供
開
始
し
た
。

　
設
備
予
備
品
は
生
産
ラ
イ

ン
等
の
設
備
故
障
や
保
守
対

応
の
た
め
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ

る
備
品
で
、
大
規
模
工
場
で

１
万
点
以
上
、
中
小
規
模
で

も
数
千
点
の
在
庫
が
あ
り
、

ゴ
ム
パ
ッ
キ
ン
な
ど
の
消
耗

品
や
モ
ー
タ
な
ど
の
予
備
品

ま
で
多
種
に
渡
る
。
故
障
発

生
時
に
は
設
備
予
備
品
を
使

　
同
製
品
は
、
Ｒ
Ｓ
―
４
８

５
や
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
で
接
続

さ
れ
た
機
器
の
入
出
力
デ
ー

タ
を
集
録
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ブ
ラ

ウ
ザ
画
面
で
デ
ー
タ
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
が
で
き
る
レ
コ
ー

ダ
。
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ

画
面
か
ら
接
続
機
器
の
監
視

・
操
作
が
で
き
、
接
続
機
器

の
デ
ー
タ
を
集
め
て
集
録
デ

ー
タ
の
閲
覧
・
解
析
し
、
警

報
発
生
時
や
機
器
異
常
時
に

メ
ー
ル
で
自
動
通
報
機
能
も

備
え
て
い
る
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
（
Ｆ

Ｔ
Ｐ
）
に
よ
り
デ
ー
タ
の
共

有
化
と
管
理
工
数
の
低
減
が

で
き
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
チ
ャ
ー
ト
仕

様
で
は
チ
ャ
ー
ト
紙
の
イ
メ

ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で

保
存
し
サ
ー
バ
や
ク
ラ
ウ
ド

へ
Ｆ
Ｔ
Ｐ
転
送
で
き
、
自
動

設
定
機
能
や
同
期
機
能
で
チ

ャ
ー
ト
記
録
計
と
の
連
携
を

強
化
し
て
い
る
。
ま
た
ク
ラ

ウ
ド
経
由
で
安
全
に
遠
隔
監

視
し
、
事
業
所
、
自
宅
か
ら

デ
ー
タ
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

て
外
径
比
30
％
小
型
化
し
、

省
ス
ペ
ー
ス
設
計
に
最
適
と

な
っ
て
い
る
。
軸
端
は
加
工

済
み
の
た
め
短
納
期
対
応
が

可
能
。
高
速
性
、
コ
ン
パ
ク

ト
形
状
の
計
１
５
１
形
番

（
ね
じ
軸
径
φ
10
〜
φ
25
）

の
豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
そ
ろ
え
た
。

　
ま
た
、
ボ
ー
ル
ね
じ
の
低

軸
心
化
を
実
現
す
る
サ
ポ
ー

ト
ユ
ニ
ッ
ト
「
Ｅ
Ｋ
―
Ｌ
／

Ｅ
Ｆ
―
Ｌ
形
」
を
新
た
に
ラ

備
品
を
一
元

管
理
し
、
Ｒ

Ｆ
Ｉ
Ｄ
を
活

用
し
て
在
庫

数
や
保
管
場

所
も
瞬
時
に

正
確
に
把
握

が
可
能
。
入

出
庫
作
業
や

予
備
品
戻
り

に
も
対
応
し

棚
卸
し
作
業

を
軽
減
し
、

在
庫
適
正
化

で
維
持
コ
ス

ト
最
小
化
に

も
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き

富
士
電
機
機
器
制
御
　
電
磁
開
閉
器



（3）　　　２０２４年（令和６年）３月１３日

アを新設。既存エリアでもロボットのエレベーター利
用をサポートする「ロボット連動運転」や、電気自動
車からの給電で停電時のエレベーターの継続利用を可
能にする「V2Xシステム」、エレベーターなどのビ
ル設備の稼働状況をリアルタイムで把握できるビルオ
ーナー・管理者向けダッシュボード「BUILLINK
（ビルリンク）」のエレベーター実機を用いたデモも
新たに実施する。

■�ジェイテクトエレクトロニクス、ACサーボシ
ステム期末特別価格キャンペーンを実施中　3
月29日まで

　ジェイテクトエレクトロニクスは、EC販売限定の
期末特別価格キャンペーンとして、ACサーボシステ
ムが最大53%オフで手に入るキャンペーンを実施して
いる。開催期間は3月29日まで。

■�ジェイテクトエレクトロニクス、デルタ電子製
DC電源の期末特別価格キャンペーンを実施中
　3月29日まで

　ジェイテクトエレクトロニクスは、EC販売限定の
期末特別価格キャンペーンとして、デルタ電子製DC
電源・スイッチング電源が最大65%オフで手に入るキ
ャンペーンを実施している。開催期間は3月29日ま
で。
　基板タイプ、パネルマウントタイプ、DINレールタ
イプなど各種電源を用意している。

■�北陽電機、まんがで分かる制御機器 第19話
「光学窓の汚れによる誤検出を解消する方法
は？？」公開

　北陽電機は、まんがで
分かる制御機器第19話
「Season2　測域センサ
　エリア設定タイプ編 
光学窓の汚れによる誤検
出 を 解 消 す る 方 法
は？？」を公開した。
　第18話でマナブ君から雨対策について教えてもら
い、砂埃や粉塵が舞う環境でも有効ではないかと考え
たアンさん。最初は順調に動いていたAGVだった
が、日がたつにつれてだんだん誤検出が多くなってき
て！？

■�エニイワイヤ、中国語版オンラインショールー
ム「Anywire Technology Station」をリ
ニューアル

　 エ ニ イ ワ イ ヤ は 、 オ ン ラ イ ン シ ョ ー ル ー ム
「Anywire Technology Station」について、中国語
版をリニューアルした。オンラインショールームで
は、センサの見える化を実現する省配線システム
AnyWireASLINKの詳細などを紹介している。

■�富士電機機器制御、新型電磁接触器・開閉器発
売に伴う現行品切替と生産中止スケジュール公
開

　富士電機機器制御は、新形電磁接触器・電磁開閉器
「SC-NEXTシリーズ」発売に伴い、現行品の生産中
止と価格改定を進めるためのスケジュールを公開し、
新形への切り替えを進めている。
　新形電磁接触器・電磁開閉器SC-NEXTシリーズ発
売対象機種の「現行品形式SC-03〜SC-N3クラス）は
2024年9月に現行品の生産終了予告通知を発行し、
2025年3月に現行品の生産終了通知、2025年9月に現
行品のラストオーダの受付を終了し、ラストオーダ分
を生産後に生産終了を予定している。
　対象商品は、電磁接触器SC-03、SC-0、SC-05、
SC-4-0、SC-4-1、SC-5-1、SC-N1、SC-N2、SC-
N2S、SC-N3、電磁開閉器SW-03、SW-0、SW-05、
SW-4-0、SW-4-1、SW-5-1、SW-N1、SW-N2、SW-
N2S、SW-N3、サーマルリレーTR-0N、TR-5-1N、
TR-N2、TR-N3、補助継電器SH-4、SH-5。4月1日
から価格改定を行い、30%の値上げを実施する。

■�オムロンフィールドエンジニアリング、オムロ
ン制御機器再生品販売キャンペーン　3月31
日まで

　オムロンフィールドエンジニ
アリングは、同社が取り扱うオ
ムロン制御機器の再生品販売キ
ャンペーンを実施している。期
間は3月31日注文分まで。
　同社は、制御機器の予備品の
確保による設備のドカ停防止の
ため、制御機器を修理・オーバ
ーホールして中古品として販売
している。オムロン標準在庫品
のほかに、生産終了商品のPLC
やサーボ、電源、タッチパネルなどのFA機器も在庫
しており、キャンペーンではPLCのC200Hシリーズ
やC500シリーズ、タッチパネルNTシリーズなどの対
象製品なら10%オフで購入できる。

■�日立製作所と日立ビルシステム、ビル分野の顧
客協創型研究施設「日立ビルソリューション-
ラボ」刷新

　日立製作所と日立ビルシステムは、ビル分野の顧客
協創型研究施設「日立ビルソリューション-ラボ」

サルティング、運用保守までをワンストップで提供
し、ベンダーフリーでデータドリブンの自動化ソリュ
ーションを提供し、物流倉庫のDXを推進する。

■�イグス、ロボット製品の自動化事例コンテスト
「第3回ROIBOT賞」募集開始

　イグスは、同社のロボット関連製品などローコスト
オートメーション製品を使って自動化を実現させた事
例を表彰するコンテスト「ROIBOT（ロイボット）
賞」の募集を開始した。
　同賞は、ロボット関連製品活用事例を募集して、最
も投資収益率（ROI）が高いものを表彰するコンテス
ト。2022年は20カ国から110件の応募があった。最優
秀事例には、同社のECサイトで使える5000ユーロ分
（2位2500ユーロ分、3位1000ユーロ分）のクーポン
券が授与される。

セミナー・イベント情報

■�キッツ、5月に東京と大阪でプライベートイベ
ント「KITZ CONVENTION2024」開催

　キッツは、5月10日東京・国際フォーラム、5月17
日に大阪・梅田サウスホールで、プライベートイベン
ト「KITZ CONVENTION2024」を開催する。「〜
果敢にチャレンジ〜Take on bold 
challenges!!」をテーマに、2030年
に向けた製品・サービスと、それら
を支える技術を紹介する。
　建築設備や石油化学、水処理、機
械設備などコア市場と、半導体装置
と半導体材料、機能性化学、水素・
脱炭素などグロース市場に向けたチ
ャレンジのほか、「つくる未来のこ
す未来」をテーマにした環境への取り組み、バルブ選
定から導入後のトラブル、予兆診断、アフターフォロ
ーなどデジタルを駆使したカスタマーサクセス事例の
紹介、水素・環境・ESGといった最新事例セミナー
などを実施する。

■�エムジー、5月23・24日に大阪・淀屋橋でプ
ライベートフェア「エムジーフェス2024」開
催

　エムジー（旧社名エム・システム技研）は、5月23
・24日に大阪・淀屋橋のTKPガーデンシティ大阪淀
屋橋でプライベートフェア「エムジーフェス2024」
を開催する。
　カーボンニュートラルをテーマとしたIoT製品、
BA製品、メカトロ（電動アクチュエータステップト
ップ）製品を中心に、主力の信号変換器やリモートI/
Oなどを実機展示する。ツイストペアケーブルで最大
1000㍍までEthernetの通信ができるネットワーク変
換器（METATRONシリーズ）や、有機EL表示器が
付いた電力マルチ変換器（M50EXWTU）、USBケ
ーブル（TYPE-C）で接続できるPCレコーダなどの
新製品や開発中の製品も展示する。

（東京都足立区）
を刷新し、3月18
日にリニューアル
オープンする。
　新たに昇降機の
新設・保全・リニ
ューアル、空調、
セキュリティなど
のビル設備、スマ
ートビル・ZEB
関連などグリーン
・デジタルソリュ
ーションなど網羅
的に紹介するエリ

■�日立産機システム、情報誌「VoltAge21」
2024年3月号 Vol.133号を発行

　日立産機システムは、情報誌「VoltAge21」2024
年3月号Vol.133号を発行した。「躍進する企業を訪
ねて」第164回目として橋梁・鉄骨・鉄構のエンジニ
アリング会社・瀧上工業を取り上げているほか、ジャ
パンパックの展示会レポート等を掲載している。

■�戸上電機、高圧交流負荷開閉器類の価格改定　
10〜20％値上げへ

　戸上電機は、高圧交流負荷開閉器類（全関東電気工
事協会推奨認定品を除く）について、2024年7月出荷
分から現行製品の10〜20％の値上げを実施する。
　対象製品は、過電流ロック形高圧交流負荷開閉器
（架空線用GR付PAS、PGS）、自立型高圧交流負荷
開閉器、高圧交流負荷開閉器、高圧遮断器、予備線切
換高圧交流負荷開閉器、避雷器（アレスタ）。

■�THK、搬送ロボット ｢SIGNAS-BM｣ が
2023年度日本機械学会優秀製品賞を受賞

　THKの搬送ロボット ｢SIGNAS-BM｣ が、 ｢2023
年度日本機械学会優秀製品賞｣ を受賞した。
　同製品は、独自の自律移動制御システムを搭載した
搬送ロボットで、多くの製造・物流現場で用いられて
いるAGV（無人搬送車）とは異なり、ガイドテープ
が不要で簡単に経路設定や変更を行うことができ、積
載と牽引のどちらにも対応し、ラフな路面（段差、
溝、水、鉄板、グレーチングなど）でも走ることがで
きる。

■�NSK、テクニカルジャーナル最新号696号を
公開

　NSK（日本精工）は、最先端の研究開発の成果や
新商品を紹介する「テクニカルジャーナル」につい
て、最新号の696号を公開した。
　最新号では、技術論文として、ファンモーター用軸
受の静音保持器開発、状態監視（コンディションモニ
タリング）ソリューション、電動自動車向け耐電食技
術の開発、ハブユニット軸受の高信頼性への取り組み
および最新の技術動向に加え、商品紹介として高負荷
容量・超高速アンギュラ玉軸受「ロバストダイナシリ
ーズJタイプ」、耐焼付き性向上グリース「ロバスト
ガード」高負荷駆動用ボールねじ長寿命オプションな
どを取り上げている。

■�椿本チエインとKDDI、次世代型物流倉庫の自
動化ソリューション提供の合弁会社「Nexa 
Ware」設立

　椿本チエインとKDDIは、物流倉庫DXの実現に向
け、次世代型物流倉庫の自動化ソリューション提供の
合弁会社「Nexa Ware」を4月1日に設立する。
　同社は、両社の技術力を結集し、自動化システムの
構築から通信、ネットワーク、データに基づいたコン

FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/
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役割高まる配線接続機器
　
配
線
接
続
機
器
は
、
機
器
・
装
置
の
配
線
を

つ
な
い
で
電
気
や
信
号
を
な
ど
伝
え
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
通
信
用
な
ど
の
微
少

用
途
か
ら
高
圧
な
ど
の
高
電
流
容
量
用
途
ま
で

幅
広
い
。
５
Ｇ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
情
報
通
信
の

イ
ン
フ
ラ
投
資
や
、
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
関
連
投

資
、
都
市
再
開
発
で
進
む
ビ
ル
建
設
、
さ
ら
に

は
人
手
不
足
を
背
景
に
し
た
自
動
化
・
省
人
化

投
資
の
拡
大
な
ど
で
、
需
要
は
大
き
く
拡
大
し

て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
か
ら
22
年
秋
ご
ろ
ま
で
続
い
た

納
期
問
題
も
一
部
の
機
種
を
除
い
て
よ
う
や
く

収
束
し
、
い
ま
は
過
剰
な
在
庫
が
い
つ
解
消
す

る
か
に
関
心
が
向
か
っ
て
い
る
。
た
だ
、
円
安

が
定
着
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
素
材
価
格
は

依
然
上
昇
基
調
で
推
移
し
て
お
り
、
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
対
策
に
配
線
接
続
機
器
各
社
は
頭
を
悩
ま

し
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
誘
導
の
流
れ
に
呼
応
し

て
価
格
を
改
定
し
て
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
分
の
転
嫁

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
し
か

し
、
ユ
ー
ザ
ー
や
流
通
在
庫
が
ま
だ
多
い
こ
と

か
ら
、
こ
の
効
果
が
出
て
く
る
の
は
ま
だ
先
に

な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
用
途
は
、
電
子
・
電
気
機

械
か
ら
自
動
車
・
電
車
な
ど
の
輸
送
機
器
、
受

配
電
設
備
、
情
報
通
信
設
備
な
ど
、
電
気
が
使

わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
広
が
っ
て
い
る
。
昨

今
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
は
、
配
線
接
続
機
器

の
用
途
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
い
る
。

　
こ
の
一
方
で
、
配
線
接
続
作
業
の
省
力
化
・

省
工
数
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
が
顕
著
に
進

ん
で
い
る
。
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
熟
練
作
業
者
の
減
少
も
あ
り
、

未
熟
練
者
で
も
簡
単
、
か
つ
安
定
し
た
品
質
で

作
業
が
で
き
る
よ
う
な
製
品
開
発
を
求
め
る
声

に
応
え
る
も
の
だ
。

　
端
子
台
の
配
線
接
続
方
法
に
は
、
ね
じ
式
、

プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
の
ほ
か
、
ス
タ
ッ
ド
式
、
押

締
式
、
ケ
ー
ジ
式
、
ラ
グ
式
、
タ
ブ
式
、
ラ
ッ

ピ
ン
グ
式
、
圧
接
接
続
式
な
ど
が
あ
る
。
国
内

で
は
ね
じ
式
が
主
流
で
あ
る
が
、
こ
の
方
式
は

ね
じ
締
め
作
業
、
配
線
の
被
覆
作
業
、
配
線
接

続
後
の
緩
み
確
認
作
業
な
ど
、
多
く
の
作
業
工

程
が
必
要
で
、
作
業
者
の
熟
練
度
に
よ
っ
て

も
、
作
業
ス
ピ
ー
ド
や
配
線
接
続
の
出
来
上
が

　
電
子
機
器
へ
の
電
気
や
信
号
の
伝
送
の
役
割
を
果
た
す
端
子
台
や
コ
ネ
ク
タ
な
ど

の
配
線
接
続
機
器
は
、
機
器
を
裏
か
ら
支
え
る
存
在
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
た
情
報
化
社
会
の
進
展
で
配
線
接
続
機

器
の
需
要
も
増
加
し
て
お
り
、
市
場
は
拡
大
基
調
で
推
移
し
て
い
る
。
一
方
で
、
人

手
不
足
対
策
か
ら
配
線
接
続
作
業
の
省
工
数
化
を
目
指
す
取
り
組
み
も
顕
著
に
進
ん

で
い
る
。
納
期
問
題
は
一
部
の
部
品
を
除
い
て
ほ
ぼ
収
束
し
て
い
る
が
、
素
材
価
格

の
上
昇
が
継
続
し
て
お
り
、
配
線
接
続
機
器
各
社
は
コ
ス
ト
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
多
く
、
価
格
改
定
の
動
き
も
強
ま
っ
て
い
る
。
製
造
業
の
国
内
回
帰
や
都

市
再
開
発
の
動
き
も
活
発
化
し
て
お
り
、
設
備
投
資
や
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
拡
大
が
期

待
さ
れ
て
お
り
、
配
線
接
続
機
器
市
場
は
安
定
基
調
が
続
き
そ
う
だ
。

作
業
省
力
化
に
向
け
た
開
発
が
進
む

広
範
な
市
場
で
安
定
し
た
需
要
形
成式

の
優
位
性
が
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
市
場

に
大
き
な
変
化
が
出
始
め
て
い
る
。
日
本
で
は

公
共
建
設
物
や
送
配
電
分
野
で
は
ね
じ
式
が
多

く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
法
的
な
規
制
が
徐
々

に
見
直
さ
れ
、
国
土
交
通
省
発
行
の
公
共
建
築

工
事
標
準
仕
様
書
（
電
気
設
備
工
事
編
）
の
令

和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
度
版
に
、
「
ね
じ
な

し
端
子
」
が
制
御
盤
に
使
用
す
る
器
具
の
端
子

と
し
て
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ス
プ
リ
ン

グ
端
子
を
国
交
省
公
認
で
公
共
案
件
に
も
使
用

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
た
だ
依
然
、
配
線
接
続
の
緩
み
や
引
っ
張
り

強
度
を
懸
念
す
る
声
は
強
い
。
こ
う
し
た
声
に

対
応
し
て
、
引
っ
張
り
強
度
を
規
格
化
し
て
い

こ
う
と
い
う
動
き
も
出
始
め
て
い
る
。
プ
ッ
シ

ュ
イ
ン
式
の
信
頼
性
を
確
立
す
る
た
め
に
も
必

要
だ
と
い
う
声
が
関
連
団
体
か
ら
も
聞
か
れ
て

お
り
、
今
後
具
体
的
な
動
き
が
み
ら
れ
る
か
注

目
さ
れ
る
。

　
最
近
は
欧
州
を
中
心
に
、
プ
リ
ン
ト
基
板
に

外
部
端
子
を
使
用
し
な
い
で
直
接
給
電
す
る
た

め
の
大
電
流
対
応
コ
ネ
ク
タ
の
要
求
が
高
ま
っ

て
い
る
。
大
容
量
の
電
源
、
イ
ン
バ
ー
タ
、
サ

ー
ボ
ア
ン
プ
な
ど
で
プ
リ
ン
ト
基
板
に
直
接
給

電
す
る
こ
と
で
、
大
幅
な
小
型
化
と
電
力
損
失

の
低
減
が
図
れ
、
省
エ
ネ
化
に
つ
な
が
る
と
い

う
も
の
だ
。
コ
ネ
ク
タ
の
採
用
で
電
線
の
ハ
ー

ネ
ス
化
に
よ
る
組
み
立
て
性
や
ボ
ー
ド
交
換
な

ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
向
上
が
図
れ
る
と
い
う

効
果
も
見
込
め
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
中
で
新
発
想
の
配
線
方
法

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ケ
ー
ブ
ル
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
だ
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ

ト
や
制
御
盤
の
筐
体
面
か
ら
取
り
出
す
多
数
の

ケ
ー
ブ
ル
、
ホ
ー
ス
、
コ
ン
ジ
ッ
ト
類
を
集
約

し
、
専
用
工
具
不
要
で
簡
単
に
組
み
立
て
が
で

き
る
も
の
。
コ
ネ
ク
タ
や
圧
着
端
子
が
付
い
た

状
態
の
ケ
ー
ブ
ル
を
、
分
割
式
フ
レ
ー
ム
と
分

割
形
ケ
ー
ブ
ル
グ
ロ
メ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
素
早
く
簡
単
に
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
保
護
等
級
も
最
大
Ｉ
Ｐ
68
に
対
応

で
き
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｃ
対
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と

で
、
評
価
を
高
め
て
い
る
。

　
用
途
も
工
作
機
械
、
鉄
道
、
建
機
な
ど
に
加

え
、
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
食
品
機
械
や
医
薬

製
造
機
械
な
ど
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
ビ
ル
設
備
な
ど
の
配
線
用
途
で
も
採
用
が

進
ん
で
い
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
需
要
は
産
業
機
器
か
ら
民

生
機
器
、
車
載
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
ま
で
需
要
の

裾
野
が
非
常
に
広
い
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
市

場
を
形
成
し
て
い
る
。
人
手
不
足
と
人
件
費
の

上
昇
が
今
後
ま
す
ま
す
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
中
で
、
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
が

配
線
接
続
機
器
で
求
め
ら
れ
る
。
一
部
で
採
用

が
始
ま
っ
て
い
る
自
動
配
線
設
計
シ
ス
テ
ム
に

加
え
、
自
動
配
線
作
業
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
極
力

人
手
作
業
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要

に
な
っ
て
い
る
。

あ
っ
て
も
簡
単
に
作
業
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

熟
練
作
業
者
で
な
く
て
も
配
線
技
術
習
得
に
時

間
が
か
か
ら
ず
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
、
振
動
で

の
配
線
の
緩
み
や
経
年
で
の
信
頼
性
に
対
す
る

心
配
も
使
用
実
績
を
重
ね
る
こ
と
で
払
拭
さ

れ
、
採
用
加
速
へ
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
日
本
で
は
ね
じ
を
使
っ
た
丸
型
圧
着

端
子
台
（
丸
端
）
が
長
年
使
用
さ
れ
、
定
着
し

て
い
る
。
特
に
高
圧
・
大
電
流
用
途
や
振
動
の

多
い
用
途
で
は
ね
じ
式
の
使
用
が
多
い
。
接
続

信
頼
性
が
高
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
で
、

ね
じ
式
の
使
用
率
は
約
70
％
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
の
採
用
が
多
い

欧
州
で
も
、
普
及
率
は
70
％
ぐ
ら
い
と
言
わ
れ

て
お
り
、
全
て
が
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
市
場
の
状
況
を
反
映
し
て
、
両
方

式
の
機
能
を
合
わ
せ
持
っ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
的

な
端
子
台
も
登
場
し
て
い
る
。
構
造
は
各
社
で

多
少
異
な
っ
て
い
る
が
、
省
工
数
と
信
頼
性
の

両
立
を
目
指
し
て
工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

　
ま
た
、
一
般
的
に
電
線
の
配
線
加
工
に
は
工

具
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
工
具
不
要
で
配
線

で
き
る
方
法
や
、
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
の
配
線
ケ

ー
ブ
ル
の
先
に
使
用
す
る
フ
ェ
ル
ー
ル
を
使
用

し
な
い
で
配
線
す
る
方
法
も
登
場
し
て
い
る
。

ケ
ー
ブ
ル
を
そ
の
ま
ま
端
子
台
に
差
し
込
む
こ

と
で
配
線
作
業
が
完
了
す
る
こ
と
か
ら
、
一
段

と
省
工
数
化
が
図
れ
る
。
配
線
が
き
ち
ん
と
接

続
で
き
て
い
る
か
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る

イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
表
示
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
作
業
ミ
ス
な
ど
接
続
不
良
の
防
止

に
も
つ
な
が
る
こ
と

で
、
接
続
信
頼
性
は
さ

ら
に
高
ま
る
こ
と
に
な

る
。

　
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど

の
配
線
で
フ
ェ
ル
ー
ル

を
使
用
し
た
方
法
が
採

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
フ
ェ
ル
ー
ル
と
電

線
の
圧
着
を
自
動
で
行

う
加
工
機
も
使
用
さ
れ

始
め
て
い
る
。
電
線
の

切
断
、
被
覆
、
フ
ェ
ル

ー
ル
圧
着
作
業
を
自
動

で
行
え
る
も
の
で
、
人

手
不
足
時
代
に
対
応
す

る
機
械
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
も
の
だ
。

　
従
来
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン

式
は
制
御
用
途
や
小
電

流
用
途
を
中
心
に
普
及

が
進
ん
で
い
た
が
、
こ

こ
数
年
、
電
磁
開
閉
器

や
配
線
ブ
レ
ー
カ
ー
に

加
え
、
操
作
用
ス
イ
ッ

チ
や
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電

源
な
ど
、
従
来
は
ね
じ

式
接
続
が
使
用
さ
れ
て

い
た
機
器
で
も
採
用
が

増
え
つ
つ
あ
る
。
さ
ら

に
、
大
電
流
用
で
の
ス

プ
リ
ン
グ
式
端
子
台
の

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
急
速

に
拡
充
し
て
い
る
。
１

５
０
０
Ⅴ
／
３
０
０
Ａ

の
高
圧
・
高
電
流
の
動

力
・
電
源
用
途
に
対
応

し
た
り
、
電
線
径
２
０

０
平
方
㍉
㍍
と
い
う
太

線
で
も
ド
ラ
イ
バ
ー
を

使
っ
て
ワ
ン
タ
ッ
チ
で

裸
の
電
線
接
続
が
可
能
な
端
子
台
も
販
売
さ
れ

て
い
る
。

　
大
電
流
用
途
で
は
、
丸
型
圧
着
端
子
台
（
丸

端
）
で
配
線
後
の
増
し
締
め
を
す
る
と
い
う
習

慣
が
定
着
し
て
い
る
が
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
接

続
信
頼
性
へ
評
価
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
、

人
手
不
足
も
重
な
り
、
徐
々
に
こ
の
習
慣
が
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
。
増
し
締
め
が
不
要
に
な
る

こ
と
で
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
面
も
ス
プ
リ
ン
グ

り
な
ど
に
差
が
出
や
す
い
。

　
こ
う
し
た
ね
じ
式
の
弱
点
を
カ
バ
ー
す
る
方

法
と
し
て
普
及
が
進
ん
で
い
る
の
が
、
欧
米
で

主
流
に
な
っ
て
い
る
圧
着
端
子
を
使
用
し
な
い

プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
（
ね
じ
レ
ス
式
）
だ
。
プ
ッ

シ
ュ
イ
ン
式
は
ケ
ー
ブ
ル
を
挿
し
込
む
だ
け
で

配
線
作
業
が
完
了
し
、
ね
じ
締
め
作
業
や
ね
じ

締
め
の
加
減
も
不
要
な
ど
、
省
力
化
効
果
は
大

き
い
。
ま
だ
配
線
作
業
が
不
慣
れ
な
初
心
者
で

自動機の併用で人手不足を補完



（5）　　　２０２４年（令和６年）３月１３日

配
線
時
間
短
縮
と
誤
配
線
防
止

ＷａｓｈｉＯＮ共立継器

https://www.washion.co.jp

盤間端子台「ＢＫＴ―20形」

ま
ま
で
、
端
子
台
の
１
次
側
、
２
次
側

を
分
離
で
き
る
も
の
で
、
盤
間
の
配
線

作
業
時
間
を
短
縮
で
き
、
設
置
す
る
場

所
で
配
線
作
業
時
に
お
い
て
、
誤
配
線

を
心
配
す
る
必
要
が
な
い
。

　
配
電
盤
間
や
制
御
装
置
間
の
配
線
接

続
。
お
よ
び
取
り
外
し
が
容
易
に
行

え
、
端
子
ね
じ
は
バ
ネ
ア
ッ
プ
式
の
た

め
、
配
線
作
業
性
も
良
い
。

　
一
般
的
に
、
盤
を
出
荷
す
る
前
に
工

場
で
電
気
検
査
を
行
っ
た
後
、
出
荷
時

に
は
い
っ
た
ん
分
離
し
、
現
場
で
設
置

時
に
再
び
組
み
立
て
る
が
、
盤
間
端
子

台
を
使
う
こ
と
で
、
制
御
線
を
離
線
す

　
電
磁
接
触
器
で
高
い
実
績
を
有
す
る

Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
共
立
継
器
は
、
盤
間

端
子
台
「
Ｂ
Ｋ
Ｔ
―
20
形
」
の
販
売
に

注
力
し
て
い
る
。

　
盤
間
端
子
台
は
、
電
線
を
接
続
し
た

る
こ
と
な
く
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
取
り
外

し
、
現
地
で
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
接
続
が

で
き
る
。
　

　
ま
た
、
工
場
検
査
な
ど
で
は
１
台
の

試
験
器
で
複
数
台
の
製
品
検
査
を
行
う

場
合
な
ど
に
お
い
て
も
、
盤
間
端
子
台

を
使
う
こ
と
で
配
線
工
数
の
削
減
で
き

る
。
さ
ら
に
、
盤
を
リ
プ
レ
ー
ス
場
合

で
も
工
数
の
削
減
が
可
能
に
な
る
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
、
お
よ
び
Ｎ
Ｋ
Ｔ
レ

ー
ル
に
搭
載
可
能
。
定
格
絶
縁
電
圧
は

６
０
０
Ｖ
30
Ａ
・
40
Ａ
で
、
20
Ａ
対
応

品
も
開
発
す
る
予
定
。

　
準
拠
規
格
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
８
２
０
１

―
７
―
１
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｃ
２
８
０

１
。
適
合
電
線
は
３
・
５
ｓ
ｑ
・
５
・

５
ｓ
ｑ
。

工
具
不
要
で
結
線
が
容
易

ＷＡＧＯ

https://www.wago.co.jp/

レバー操作タイプコネクタ

ｅ
Ｃ
ｌ
ａ
ｍ
ｐ
ス
プ
リ
ン
グ
式
コ
ネ
ク

タ
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
強
化
し
て
い

る
。

　
特
長
は
、
①
指
で

操
作
で
き
、
工
具
が

な
く
て
も
圧
着
端
子

不
要
で
電
線
の
接

続
、
取
り
外
し
が
で

き
る
②
複
数
の
レ
バ

ー
を
開
放
状
態
で
保

持
で
き
る
た
め
多
芯

ケ
ー
ブ
ル
や
ジ
ャ
ン

パ
の
着
脱
が
容
易
③

レ
バ
ー
の
位
置
で
ス

　
ワ
ゴ
は
、
レ
バ
ー
操
作
で
電
線
を
接

続
で
き
る
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｉ
ｎ
　
Ｃ
ａ
ｇ

プ
リ
ン
グ
の
開
閉
状
態
が
明
確
に
判
る

た
め
確
実
に
作
業
で
き
る
④
フ
ェ
ル
ー

ル
圧
着
線
や
単
線
は
差
し
込
む
だ
け
の

プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
結
線
が
可
能
。

　
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
、
３
・
５
㎜

ピ
ッ
チ
０
・
14
〜
１
・
５
㎟
／
10
Ａ
、

７
・
62
㎜
ピ
ッ
チ
０
・
５
〜
10
㎟
／
41

Ａ
、
10
・
16
㎜
ピ
ッ
チ
０
・
75
〜
25
㎟

／
76
Ａ
の
３
種
類
に
加
え
、
５
㎜
ピ
ッ

チ
０
・
２
〜
２
・
５
㎟
／
16
Ａ
を
追
加

発
売
し
た
。

　
信
号
線
か
ら
電
源
線
ま
で
幅
広
い
用

途
に
対
応
で
き
る
。
専
用
ア
ク
セ
サ
リ

と
し
て
脱
落
防
止
用
ロ
ッ
キ
ン
グ
デ
バ

イ
ス
や
ジ
ャ
ン
パ
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
キ

ー
な
ど
も
用
意
（
機
種
に
よ
り
設
定
有

無
あ
り
）
。

省
工
数
で
接
続
状
態
を
表
示

不二電機工業

https://www.fujidk.co.jp

電線接続表示（インジケータ）付き
アース速結端子台「ＴＰＧ形」

が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
ア
ー
ス
配
線

の
作
業
時
間
が
約
４
分
の
１
に
、
ブ
ス

バ
ー
へ
の
取
り
付
け
時
間
も
約
３
分
の

１
に
短
縮
。
し
か
も
、
ね
じ
の
増
し
締

め
も
不
要
で
、
ね
じ
締
め
の
ト
ル
ク
管

理
や
専
用
工
具
管
理
も
な
く
な
る
。

　
ま
た
、
電
線
接
続
状
態
の
表
示
（
イ

ン
ジ
ケ
ー
タ
）
は
、
電
線
が
確

実
に
接
続
さ
れ
て
か
ら
表
示
さ

れ
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、

「
安
心
・
安
全
・
確
実
」
な
作

業
を
実
現
し
、
差
し
込
み
結
線

の
不
安
を
解
消
で
き
る
。
寸
法

サ
イ
ズ
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
の
大

　
不
二
電
機
工
業
の
産
業
用
分
電
盤
な

ど
の
省
施
工
化
に
貢
献
す
る
電
線
接
続

表
示
（
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
）
付
き
ア
ー
ス

速
結
端
子
台
「
Ｔ
Ｐ
Ｇ
形
」
は
、
ね
じ

締
め
作
業
が
な
い
た
め
、
配
線
を
差
し

込
む
だ
け
で
ブ
ス
バ
ー
に
つ
な
が
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
な
し
で
す
ぐ
に
配
線
作
業

き
さ
に
合
わ
せ
１
極
25
㍉
㍍
幅
で
設
計

し
て
お
り
、
省
ス
ペ
ー
ス
化
に
貢
献
す

る
。

　
さ
ら
に
、
ブ
ス
バ
ー
へ
の
取
り
付
け

ね
じ
は
本
体
に
組
み
込
ん
で
い
る
た

め
、
ね
じ
の
落
下
の
心
配
が
な
く
、
安

全
、
か
つ
効
率
的
に
取
り
付
け
が
で
き

る
。

　
一
方
、
ア
ル
ミ
端
子
台
シ
リ
ー
ズ
の

「
Ｔ
Ｘ
Ｓ
―
Ｇ
Ａ
形
」
は
、
各
メ
ー
カ

ー
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、
端
子
台
・

ケ
ー
ブ
ル
・
圧
着
端
子
の
導
電
部
全
て

に
ア
ル
ミ
を
使
用
し
た
「
ら
く
ら
く
ア

ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
」
に
対
応
。

ス
タ
ッ
ド
式
タ
イ
プ
で
充
実
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
。
ア
ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
38
ｓ
ｑ
〜

４
０
０
ｓ
ｑ
ま
で
対
応
可
能
。

ケ
ー
ブ
ル
集
約
と
難
燃
性
両
立

ソルトン

https://www.solton.co.jp/

ケーブルエントリーシステム

に
応
え
続
け
る
ケ
ー
ブ
ル
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ス
テ
ム
の
販
売
し
て
い
る
。

　
ケ
ー
ブ
ル
、
ホ
ー
ス
、
コ
ル
ゲ
ー
ト

チ
ュ
ー
ブ
の
配
線
作
業
効
率
を
高
め
る

構
造
と
し
て
フ
レ
ー
ム
（
丸
・
角
）
と

配
線
保
持
の
グ
ロ
メ
ッ
ト
そ
れ
ぞ
れ
が

分
割
で
き
、
動
力
・
信
号
・
通
信
系
統

を
一
か
所
の
貫
通
穴
に
自
由
自
在
に
設

置
・
集
約
が
で
き
る
。
　

　
シ
リ
ー
ズ
は
、
φ
１
㍉
〜
最
大
１
１

５
㍉
ま
で
の
配
線
径
に
対
応
。

　
認
証
規
格
は
Ｕ
Ｌ
94
―
Ｖ
０
だ
け
で

は
な
く
、
鉄
道
業
界
で
広
く
知
ら
れ
る

欧
州
難
燃
性
規
格
Ｅ
Ｎ
４
５
５
４
５
―

　
ソ
ル
ト
ン
は
、
独
・
ア
イ
コ
テ
ッ
ク

（
ｉ
ｃ
ｏ
ｔ
ｅ
ｋ
）
社
の
顧
客
ニ
ー
ズ

２
（
Ｈ
Ｌ
３
）
、
Ｅ
Ｎ
４
５
５
４
５
―

３
、
ま
た
２
０
２
２
年
に
は
日
本
の
鉄

道
難
燃
性
規
格
で
あ
る
車
材
燃
試
「
難

燃
性
」
認
定
を
受
け
た
。
　

　
さ
ら
に
注
目
部
品
と
し
て
可
燃
性
が

想
定
さ
れ
る
箇
所
に
発
泡
性
シ
ー
ル
材

を
貼
付
、
約
２
０
０
℃
の
熱
を
感
知
す

る
と
膨
れ
上
が
り
、
約
45
分
間
配
線
用

の
貫
通
穴
を
塞
ぐ
こ
と
が
で
き
、
炎
を

屋
外
へ
拡
散
さ
せ
な
い
重
要
な
部
品
で

あ
る
。
製
品
設
計
に
新
発
想
を
提
供
し

て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
製
品
に
は
、
弾
性
シ
ー

ル
ド
ク
ラ
ン
プ
、
盤
内
部
配
線
を
見
や

す
く
す
る
ス
ト
レ
イ
ン
リ
リ
ー
フ
、
ぎ

ら
つ
き
を
抑
え
た
盤
内
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
を
販
売
し
て
い
る
。

新
接
続
技
術
で
軽
い
挿
入
実
現

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja―jp/

Ｐｕｓｈ―Ｘテクノロジ端子台
「ＸＴ・ＸＴＶシリーズ」

ク
ノ
ロ
ジ
を
搭
載
し
た
新
製
品
端
子
台

「
Ｘ
Ｔ
・
Ｘ
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
」
を
リ
リ

ー
ス
し
た
。
（
Ｘ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
は
今
春

予
定
）
。

　
独
自
の
プ
リ
テ
ン
シ
ョ
ン
構
造
に
よ

り
、
電
線
を
軽
く
挿
入
す
る
だ
け
で
ロ

ッ
ク
が
か
か
り
、
力
を
入
れ
ず
に
接
続

が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
テ
ク
ノ

ロ
ジ
に
よ
っ
て
、
手
動
配
線
の
作
業
性

改
善
と
、
将
来
の
自
動
配
線
に
も
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　

　
電
線
を
接
続
し
た
際
に
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
が
動
作
し
て
ロ

ッ
ク
を
知
ら
せ
る
「
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
機

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト
社

は
、
新
し
い
接
続
技
術
で
あ
る
Ｐ
ｕ
ｓ

ｈ
―
Ｘ
（
プ
ッ
シ
ュ
―
エ
ッ
ク
ス
）
テ

能
」
に
加
え
、
「
カ
チ
ッ
」
と
い
う
音

で
も
接
続
確
認
が
で
き
る
。
「
ボ
タ
ン

ホ
ー
ル
ド
機
能
」
に
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ

ー
を
離
し
て
も
配
線
作
業
が
可
能
に
な

っ
た
。

　
側
面
接
続
の
Ｘ
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
と
上

面
接
続
の
Ｘ
Ｔ
シ
リ
ー
ズ
で
、
０
・
５

〜
16
平
方
㍉
㍍
ま
で
広
い
電
線
径
を
カ

バ
ー
す
る
。
ま
た
、
従
来
の
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ

―
ｉ
ｎ
式
Ｐ
Ｔ
端
子
台
や
ス
プ
リ
ン
グ

式
Ｓ
Ｔ
端
子
台
と
も
、
ブ
リ
ッ
ジ
バ
ー

や
マ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
は

共
用
可
能
で
あ
る
。

　
進
化
し
た
新
接
続
技
術
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―

Ｘ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
を
搭
載
し
た
製
品
は
、

今
後
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
大
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

入
出
力
32
点
と
16
点
に
対
応

キムラ電機

http://www.kimden.co.jp/

省配線ターミナル「ＷＳシリーズ」
ヒューズ台・ヒューズホルダー「Ｆ―10Ｄ形」

―
Ｔ
Ｄ
32
Ｍ
Ａ
／
Ｍ
Ｂ
形
」
と
同
16
点

の
「
Ｗ
Ｓ
―
Ｔ
Ｄ
16
Ｍ
Ｃ
形
」
を
販
売

し
て
い
る
。

　
両
製
品
最
大
の
特
徴
は
出
力
フ
リ
ー

機
能
で
、
接
続
す
る
デ
バ
イ
ス
の
入
力

／
出
力
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
接
続
が

可
能
。
通
信
に
は
、
Ｖ
Ｃ
Ｔ
Ｆ
ケ
ー
ブ

ル
を
使
用
し
て
お
り
、
高
価
な
ケ
ー
ブ

ル
が
不
要
な
た
め
コ
ス
ト
が
抑
え
ら

れ
、
通
信
距
離
も
総
延
長
最
長
５
０
０

㍍
、
通
信
と
給
電
の
同
時
使
用
で
は
同

１
０
０
㍍
ま
で
可
能
。

　
ま
た
、
Ｗ
Ｓ
―
Ｔ
Ｄ
16
Ｍ
Ｃ
形
は
、

接
続
デ
バ
イ
ス
の
入
力
／
出
力
、
お
よ

　
キ
ム
ラ
電
機
は
、
各
種
端
子
台
と
表

示
灯
を
中
心
に
、
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し

て
の
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
製
品
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
で
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　
端
子
台
で
は
用
途
に
応
じ
て
各
そ
ろ

え
て
い
る
が
、
中
で
も
省
配
線
端
子
台

と
し
て
、
入
出
力
点
数
32
点
の
「
Ｗ
Ｓ

び
端
子
台
間
の
通
信
に
よ
る
マ
ス
タ
ー

／
ス
レ
ー
ブ
な
ど
に
１
機
種
で
対
応
で

き
、
機
種
選
定
や
在
庫
管
理
の
手
間
を

軽
減
で
き
る
ほ
か
、
ケ
ー
ブ
ル
を
渡
り

配
線
に
す
る
こ
と
で
、
最
大
16
台
（
８

対
）
、
合
計
１
２
８
点
の
通
信
が
可

能
。

　
さ
ら
に
昨
年
新
発
売
し
、
ヒ
ュ
ー
ズ

台
・
ヒ
ュ
ー
ズ
ホ
ル
ダ
ー
シ
リ
ー
ズ
に

加
わ
っ
た
「
Ｆ
―
10
Ｄ
形
」
は
、
計
測

器
や
操
作
盤
、
制
御
盤
、
配
電
盤
な
ど

の
回
路
保
護
用
に
適
し
、
単
体
取
り
付

け
と
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
取
り
付
け
が
可

能
。
オ
プ
シ
ョ
ン
で
ヒ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
リ

ア
が
付
属
。
ｃ
Ｕ
Ｌ
ｕ
ｓ
、
Ｔ
Ｕ
Ｖ
、

Ｃ
Ｑ
Ｃ
な
ど
各
種
海
外
規
格
の
認
証
を

取
得
し
て
い
る
。

配
線
接
続
機
器 

主
要
各
社
の

製
品
紹
介

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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㍍。鉄骨造の地上
2階。アルミニウ
ム押出形材を製造
し、生産能力は月
産1000㌧。2024
年7月1日着工予
定、2025年10月31日竣工予定。投資予定額は約120億
円。

■�神戸製鋼所、加古川製鉄所の厚板工場仕上圧
延機のリフレッシュ工事が完了

　神戸製鋼所は、兵庫県加古川市の加古川製鉄所厚板
工場で進めていた仕上圧延機のリフレッシュ工事が完
工し、営業運転を再開した。
　仕上圧延機は加
熱炉で熱したスラ
ブを粗圧延機で幅
出し圧延した後、
製品の板厚まで圧
延する設備。今回
のリフレッシュ工
事では、仕上圧延
機の本体・主機モ
ーターの更新に加えて、圧延機の剛性向上などの機能
を拡充させた。これにより品質・納期などの基本パフ
ォーマンスを強化するとともに、高機能商品などの高
度な製造技術の実現が可能となる。

■�川口化学工業、埼玉県川口市の第20工場を改
修し、生産設備を新設・更新

　川口化学工業は、中期経営計画（ACCEL2026）で
目指している「新製品開発の推進および市場拡大への
挑戦」に向け、既設マルチプラントである第20工場
を改修し、生産設備の新設・更新を行う。投資金額は
5億6000万円。2025年3⽉に着⼯し、2025年5⽉完成
予定、2025年6⽉稼働予定。

■�オリンパス、長野県上伊那郡の長野事業場の
新棟が竣工

　オリンパ
スは、医療
機器の主要
製造拠点の
一つである
長野事業場
（長野県上伊那郡辰野町）に新棟を建設した。これま
で培った技術や技能、生産インフラを活用し、医療機
器の主要部品の製造拠点として内視鏡の国内の生産体
制を支え、安定生産供給体制を構築する。
　新棟では、従業員の働きやすさ向上として人がつな
がるコネクトコア、スマートオフィス（リモート会議
室などの働きやすい職場環境づくりのほか、免震構造
と耐火性能を備えた構造の建屋・法面補強による土砂
崩れ対策を行った外構、自家発電、太陽光発電による
災害発生時の緊急対応用電源を確保などBCP対策、
クリーンルームへの省エネ型クリーン空調システム導
入や屋上への太陽光パネルの設置とCO2フリー電力購
入など環境配慮設計、レイアウト変更可能なFFU、
垂直層流方式によるクラス5の高機能クリーンルーム
など将来の変化に柔軟に対応できるインフラ＆レイア
ウトの採用、LED照明、防虫フィルム、陽圧管理、
エアタイト扉など防虫防鼠対策等を導入している。

国内

■�わらべや日洋食品、群馬県伊勢崎市にコンビ
ニ向けおにぎりや寿司、弁当等のチルド商品
の新工場

　セブン-イレブンに向けた調理済食品の製造、販売
などを行うわらべや日洋食品は、群馬県伊勢崎市にコ
ンビニ向けおにぎりや寿司、弁当などチルド商品を生
産する新工場を設立し、群馬県太田市の群馬工場の生
産機能を移転する。
　同社では、長鮮度（チルド）商品の取り扱いが増え
ており、今後もさらに需要が拡大していくことが見込
まれるため、将来を見据えたチルド商品の生産能力強
化を課題としている。群馬工場は建物、設備の老朽化
しており、このたび群馬県内にチルド商品の生産に対
応した新工場を設立し、既存の群馬工場の生産機能を
新工場に移転する。
　新工場の「伊勢崎工場（仮称）」の住所は群馬県伊
勢崎市戸谷塚町48-1。敷地面積は4万1416平方㍍、延
床面積は2万1374平方㍍、鉄骨造3階建。投資総額約
150億円。生産能力はおにぎりや寿司、弁当など日産
43万食。2025年3月稼働予定している。

■�富士通ゼネラルエレクトロニクス、大分県大
分市にパワーモジュールの生産拠点を拡大

　富士通ゼ
ネラルエレ
クトロニク
スは、パワ
ー半導体の
需要拡大を
見据え、パワーモジュールの増産と安定供給に対応す
べく生産拠点を拡大する。大分県大分市にある大分デ
バイステクノロジー（ODT）を協力工場とし、ODT
の工場内に新たな生産ラインを開設する。
　新たな生産ラインでは、主に家電や産業機器向けの
中電力容量帯のパワーモジュールを取り扱い、生産台
数は月産6万台を見込む。2024年4月からの本格稼働
を目指し、IGBT IPMの量産試作・評価を推進中。投
資額は、8億円。
　また、岩手県一関市にあるFGEL本社工場は、今後
マザー工場としての機能を強化していく。

■�三協立山、富山県射水市の新湊東工場を拡張
し、新規アルミ押出ラインを増設

　三協立山は、EV市場に向けたアルミ形材の供給能
力増強を目的とし、三協マテリアル社新湊東工場を拡

万㌦の増資を行い、工場を拡張する。
　これまで賃貸だった土地と建屋を買い取り、さらに
隣接した土地と建屋も買い取り、工場面積をこれまで
の約2倍に拡張し、生産能力の拡大を図る。拡張前の
工場面積は6000平方㍍、拡張後は1万2000平方㍍とな
る。

■�パナソニック、ベトナムで配線器具・ブレー
カの新棟を建設・本格稼働を開始

　パナソニックエレクトリックワークスベトナムは、
配線器具やブレーカを生産している工場内に建設した
新棟が本格稼働を開始した。
　新棟は2022年に建設を
開始し、2023年9月から生
産設備を導入し順次稼働を
開始。このほど本格稼働を
開始し、新棟建設に合わせ
て既存棟を含めた生産ライ
ンを最適化し、製造から出荷までのリードタイムを短
縮している。日本で培った自動化技術の導入を加速さ
せ、2025年までに自動化率を現在の2倍にし、生産能
力を2022年の約1.8倍に強化することを目指す。
　新棟の延床面積は1万941平方㍍。既存建屋1万6960
平方㍍と合計で2万7901平方㍍となり約1.6倍へ増床。

■�共英製鋼、ベトナムの新圧延工場が着工
　共英製鋼は、ベトナムの関係会社Vietnam Italy 
Steel社（VIS社）で新圧延工場を建設する。
　VIS社は、フンエン省に圧延工場、ハイフォン市に
製鋼工場を保有し、両工場が同一敷地内に立地してい
ないことから操業が非効率となっていたが、今回の設
備投資で製鋼工場敷地内に圧延工場を建設することで
製鋼・圧延一貫生産体制を実現する。年間生産量は
50万㌧から80万㌧となる。2025年4月の操業開始を予
定している。

■�小林製薬、タイに「熱さまシート」生産の新
工場

　小林製薬は、グローバルで需要拡大が見込まれる
「熱さまシート」の増産に対応するため、タイに現地
法人「KOBAYASHI Pharmaceutical Manufacturing
（Thailand）Co.,Ltd.」を設立し新工場を建設する。
　ひたい冷却シート「熱さまシート」は、コロナ禍を
きっかけに海外で使用の習慣化が進み、今後の需要拡
大が見込まれている。現在は日本と中国で生産し、生
産能力の増強が急務となっており、東南アジア地域で
の「熱さまシート」の地産地消による安定供給を目的
として新工場を建設する。
　新工場は、敷地面積は約1万2000平方㍍、建屋は約
5000平方㍍。熱
さまシートの生産
を担い、生産能力
は1億枚。2025年
中の生産開始を目
指 す 。 将 来 的 に
は、他の品目の生
産や、東南アジア
地域の販売拡大戦
略を支える開発・
輸出ハブ拠点とす
ることも視野に入
れている。投資規
模は15～20億円。

張し、新たな押出
ラ イ ン を 増 設 す
る。
　増築する工場屋
根にはPPAモデ
ルによる太陽光発
電システムを設置
し、発電した電力
は同工場内で使用
する。
　建築面積は、工
場全体2万6566平
方㍍に対し、増築
分は1万2862平方

　長野事業場の敷地面積は7万9987平方㍍、総延べ床
面積は1万6368平方㍍。総工費は約90億円。

■�富士フイルム、熊本拠点に約60億円を投資し
先端半導体材料の生産設備を導入

　富士フイルムは、電子材料事業の拡大に向け熊本拠
点に約60億円の設備投資を行い、富士フイルムマテ
リ ア ル マ ニ ュ フ ァ ク チ ャ リ ン グ 社 九 州 エ リ ア
（FFMT九州）に、イメージセンサー用カラーフィ
ルター材料の生産設備を導入する。2025年春の稼働
予定。
　今回、イメージセンサー用カラーフィルター材料の
生産能力拡大に向けてFFMT九州に最新鋭の生産設
備を導入し、クリーンルームを設置し、最先端の検査
機器を導入し、品質保証体制を構築。静岡と台湾、韓
国、今回の熊本の世界4拠点でイメージセンサー用カ
ラーフィルター材料を生産し、高い品質基準で生産・
提供し、広範囲な波長の電磁波（光）をコントロール
する機能性材料群（WCM）の売上拡大を目指す。

海外

■�テスホールディングス、インドネシアにバイ
オマス燃料のペレット製造工場

　テスホールディングスは、インドネシアの連結子会
社PT PTEC RESEARCH AND DEVELOPMENTで
農作物残渣由来のバ
イ オ マ ス 燃 料 の
「EFBペレット」の
新工場を建設する。
　新工場では、さま
ざまな農作物残渣原
料をバイオマスペレ
ット化するノウハウを生かし、パーム油産業の未利用
残渣物であるEFBを原料とするEFBペレットを製造
する。生産したEFBペレットは、インドネシア国営
のパーム農園企業PTPNグループが運営する製茶工場
向けに供給を行う。
　敷地面積は約9000平方㍍。操業開始は2025年5月頃
を予定。年間生産量は約1万㌧となる予定。

■�横浜ゴム、フィリピンで乗用車用タイヤの生
産能力を増強

　横浜ゴムは、フィリピンの乗用車用タイヤ生産販売
会社であるYokohama Tire Philippines, Inc.（ヨコハ
マタイヤ・フィリピン、YTPI）の生産能力を増強す
る。投資額は約35億ペソ（約84億円）で、日産1800
本を増強し、日産3万2500本に引き上げる。また既存
の生産サイズの拡張に加え、新たにハイインチの
21、22インチサイズの生産ラインを新設する。2024
年第2四半期から拡張工事を開始し、2026年の第2四
半期からフル稼働する予定。

■�PEGASUS、メキシコで自動車用部品製造
の工場拡張

　PEGASUSは、自動車用ダイカスト部品の旺盛な需
要に対応するため、メキシコ子会社のPEGASUS 
AUTO PARTS MONTERREY S.A.DE C.V.に1300

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/


